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図-6.13.6（3） 詳細植生図（令和3年度） 
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図-6.13.6（4） 詳細植生図（令和3年度） 
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図-6.13.6（5） 詳細植生図（令和3年度） 
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図-6.13.6（6） 詳細植生図（令和3年度） 
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表-6.13.4 植生図の凡例対応一覧 

面積

（ha）

1 a. 海岸風衝低木群落 a1 ハマヒサカキ群落 52.9

2 a2 ハマボウ群落 0.1

3 a3 マルバニッケイ群落 0.2

4 a4 オオハマボウ群落 1.6

5 a5 ハイネズ群落 0.1

6 b. 亜熱帯低木群落 b1 ソテツ群落 13.3

7 c. 常緑広葉樹二次林 c1 モクタチバナ群落 73.8

8 c2 スダジイ群落 0.1

9 d. 低木群落 d1 カンコノキ群落 51.1

10 e. 二次草原 e1 シバ群落 163.9

11 e2 ススキ群落 95.4

12 e3 ワラビ群落 49.6

13 e4 コシダ群落 12.2

14 f. 湿原・河川・池沼植生 f1 ヒトモトススキ群落 5.5

15 f2 トラノハナヒゲ群落 3.7

16 f3 ハンゲショウ群落 1.0

17 f4 イグサ群落 0.4

18 f5 マツバイ群落 0.3

19 g. 植林地 g1 クロマツ群落 80.1

20 g2 ホルトノキ群落 0.9

21 g3 ガジュマル群落 1.3

22 g4 カニンガムモクマオウ群落 12.5

23 g5 ナンキンハゼ群落 13.7

24 g6 ソウシジュ群落 2.9

25 h. 礫浜植生・砂丘植生 h1 ハマゴウ群落 20.2

26 ・海岸断崖地植生 h2 イワタイゲキ群落 2.7

27 h3 タイトゴメ群落 0.9

28 h4 イボタクサギ群落 0.2

29 h5 コウライシバ群落 1.0

30 h6 シマチカラシバ群落 0.5

31 i. 人工裸地・人工構造物 i1 人工裸地・人工構造物 95.6

32 j. 自然裸地 j1 自然裸地 54.9

33 k. 開放水面 k1 開放水面 4.8

No. 凡例色 植生区分
凡例
番号

植物群落名・土地利用

 

注）1.面積は小数点以下第2位を四捨五入して集計しています。 
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  (ｲ) 植生自然度図 

植生自然度の判定基準（表-6.13.5）を基に、各植生凡例の自然度区分を行い、

各植生自然度の分布面積を集計しました。 

植生自然度図及び植生自然度別面積一覧については、図-6.13.7、表-6.13.6に

示しました。 

調査範囲（広域植生図）の集計結果をみると、調査範囲の約 4 割が植生自然度

4の二次草原（背の低い草地）で占め、次に植生自然度6の植林地、植生自然度8

の二次林（自然林に近いもの）、植生自然度 9 の自然林がみられました。海岸沿

いを除くと二次草原等人為圧を受けて成立した代償植生が多くみられました。自

然草原や自然林を合わせた植生自然度9及び10の自然植生は、全体の1割程度で

した。 

 

表-6.13.5 植生自然度の判定基準 

植生

自然

度 

概要 備考 

10 自然草原 
高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、自然植生のうち単

層の植物社会を形成する地区 

9 自然林 
エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群落等、自然植生のうち

低木林、高木林の植物社会を形成する地区 

8 二次林（自然林に近いもの） 
ブナ－ミズナラ群落、シイ・カシ二次林等、代償植生で

あっても特に自然植生に近い地区 

7 二次林 
クリ－ミズナラ群集、コナラ群落等、繰り返し伐採され

ている一般に二次林と呼ばれている代償植生地区 

6 植林地 
常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の植林地、アカ

メガシワ等の低木林 

5 
二次草原 

（背の高い草原） 

ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原、伝統的な管

理を受けて持続している構成種の多い草原 

4 
二次草原 

（背の低い草原） 

シバ群落等の背丈の低い草原、伐採直後の草原、路傍・

空地雑草群落、放棄畑雑草群落 

3 
外来種植林 

農耕地（樹園地） 

竹林、外来種の植林・二次林・低木林、果樹園、茶畑、

残存・植栽樹群をもった公園、墓地等。 

2 
外来種草原 

農耕地（水田、畑地） 

外来種の草原、畑、水田等の耕作地、緑の多い住宅地 

1 市街地等 市街地、造成地等の植生のほとんど存在しない地区 

出典：環境省（2016）.1/2.5万植生図を基にした植生自然度について. 
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表-6.13.6 植生自然度別植生面積一覧 

群落 面積

番号 （ha）

h1 ハマゴウ群落

h2 イワタイゲキ群落

h3 タイトゴメ群落

a1 ハマヒサカキ群落

a2 ハマボウ群落

a3 マルバニッケイ群落

a4 オオハマボウ群落

a5 ハイネズ群落

b1 ソテツ群落

h4 イボタクサギ群落

c1 モクタチバナ群落

c2 スダジイ群落

7 - - 0.0 0.0

g1 クロマツ群落

g2 ホルトノキ群落

g3 ガジュマル群落

d1 カンコノキ群落

f1 ヒトモトススキ群落

f2 トラノハナヒゲ群落

f3 ハンゲショウ群落

f4 イグサ群落

f5 マツバイ群落

e1 シバ群落

e2 ススキ群落

e3 ワラビ群落

e4 コシダ群落

h5 コウライシバ群落

h6 シマチカラシバ群落

g4 カニンガムモクマオウ群落

g5 ナンキンハゼ群落

g6 ソウシジュ群落

2 - - 0.0 0.0

1 i1 人工裸地・人工構造物 95.6 11.7

- j1 自然裸地 54.9 6.7

- k1 開放水面 4.8 0.6

817.1 -

植生自然度 植物群落名・土地利用
割合
（％）

10 23.9 2.9

9 68.4 8.4

8 74.0 9.1

6 82.2 10.1

5 61.8 7.6

合計

4 322.5 39.5

3 29.0 3.5

 

  注）1.面積は小数点以下第2位を四捨五入して集計しています。 

 


